ONKYO. 


接続と使用準備をする 


スピーカーを設置する .] 已 

基本的な設置例と各スピーカーの役割…1日 

オーディオ機器を接続する . 16 

オンキヨー製 MD/CD 

チューナーアンプ FR -1 日已 AX 

または FR - N 3 X との接続例 . 16 

オーディオ機器の接続例 . 18 

テレビを含む接続例 . 18 

スピーカーを 接続する . 19 

サテライトスピーカーの設置について.. . 19 
センター、サラウンドスピーカーの接続図.. 2日 

電源を入れる . S 1 

本機の電源を壁の]ンセントに接続する... 21 

電 S な入れる . 21 

スピーカーまでの 距離を設定する . 23 

各スピーカーの音量レベルを設定する ........ S 3 


テジタルシアターシステム 

UXW-3.1 

取扱説明書 


演奏する 


機器を選んで演奏する . 24 

一時的にスピーカーレベルを調整する... 2已 
音を一時阿こかさくするにユート機能） .. 25 

へツ ドホンモードを切り換える . S 目 

入力名を変更する . S 6 

サブウーファーの 

音量レベルを切り換える . S 目 

システム機能を使う . の 

FR -1 已已 AX / N 3 X と 

システム接続しているとを . を1 

R -80 已 TX または A - 白〇已 TX と 

システム接続しているとさ . S 8 

サラウンドモードを使う前に . 30 

サラウンドモードを使ラ . 31 

レイトナイト機能 （DOLBY DIGITAL 

ソフト再生時のみ） . 31 

入力信号のフォーマツトを表巧する 

(デジタル信号入力時のみ） . 32 


お買い上げいただきまして、ありびとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
を、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見 S れる所に巧証 
書ととちに大切に保管してください。 


その他 

主な仕様 . 33 

故障かな？と思った5 . 34 

オンキヨーご相談窓□'修理窓□のご案内.. 3己 
修理について . 裏表紙 
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主な特長 


■ ドルビー*プ□□ジック II 、ドルビーデジタル、 DTS **、 AAC デコーダー内蔵 
■ 独自の八イクォリティ設計、 OMF '》 i ダイヤフラム採用 J ' DRIVE '》2 ち式サブウーファー 
(※特許出願中） 

■ デコーダー、アンプ、サブウーファーが一体化。コンパクトで簡単接続、リモコン付属 
で簡単操作 

■ オンキヨー製 CD / MD チューナーアンプ FR -1 已已 AX / N 3 X との組み合わせで已 .1 チヤン 
ネル再生可能、電源連動など<更利なシステム動作。 

■ 4チャンネルアンプ内蔵 
■ デジタル入力端子として光2系統を装備 
■ 見やずい表示部 

■ オンキヨー独白の已つのリスニングモード 
■ サンプリング周波数 96 kHz 入力に対応 

*1 独自開凳 OMF ダイヤフラム採用のスピーカーユニット 

スピーカーユニットにはすベて日 MF (Onkyo Micro Fiber ) ダイヤフラムを採巧。独自の素材と 
成形方法によって、振動板に要求される条件 （の 軽量 風 高剛性®適度な内部□ス）を最適にバラ 
ンスさせ、雑音の低減、トランジェント（過渡特性）を向上させています。また、サブウー 
ファー部、サテライトスピーカーは、音質の良い木製キャビネットを採用しています。 

がコンパクトなが5自然で迫力ある重ほ音、 J ' DRIVE ち式（特許出願中） 

サブウーファー部はスピーカーユニット前面の容積を限界までルさくした特殊な構造を採巧し、 
高い圧力で圧縮膨張した空気を開□部から一気に放出する、いわばジェットエンジンのよラな空 
気の流れによって、自然で迫力ある重低音を再現しています。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されています。 

ドルビー、 Dolby、Pro Logic 及びダプル D 記号は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 

** 本機はデジタル-シアター-システムズ社からのライセンスに基づ去製造されています。 

"□ TS"、"DTS Digital Surround " は、デジタル-シアター-システムズ社の商標です。 


AAC パテントマーキング 


Pat . 己，848,3 9] 
己，3已7,己94 
百，巨33,98] 

巳，已79,430 
98/0303已 
已，781，888 
08/894,844 
巳，490，170 
己，已48,己74 


己，291，己己7 
己752 22己 
己297 23巨 
08/已78,已6邑 
己,227,78扫 
08/039,478 
己,299,238 
己,2已4,84巨 
5,717,821 


已 .4 已 1.9 己4 
巳，394,473 
4,9] 4,7 0] 
98/03037 
己，28己，498 
08/211，已47 
巳，299,239 

已，268,巨8已 


己400 433 
己,百83,9已吕 
己,23己,色71 
97/0287已 
5,481,614 
己,703,999 
己,299,240 
己.37己.189 


己，222.189 
己,274,740 
07/已40,已已〇 
97/02874 
已，已92,巳84 
08/已己7,046 
己,197,087 
己.己 81. 6己4 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるちのです。 

隣近所への配慮を十分しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのち一つの 
ち法です。 

お互いにむを配り、快い生ま環境を守りましょう。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


才ーデイオ機器をを全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください 


給表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただを、あ 
なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を 
しています。 

その表示と意 D ホはなのよラになっています。内容をよく理解してから本艾をお読みくだ 
さい。 


A 巧欠とヒこの表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または 
=1=1 重傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 


ま意 


この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


給表示の例 

A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるをのです。 
/7 \ 図の中に具体的なま意内容（左図の場合は感電注意）び描かれています。 



S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場含は分解禁止）が描かれてい 
ます。 


€ 

〇 


■記号は行為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください）び描かれています。 
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A 警告 


■故障したままの使用はしない- 

♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま 
使用すると、火災•感電の原因とな0ます。すぐに本機の電源ス 
イッチを切0、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

から抜いて<ださい 

■絶対に裏ぶた、カバーは外さない、改造しない- 

♦ 本機の裏ぶた、カバーは絶対にがさないでくださし、。 

巧部には電圧の高い部分びあ0、感電の原因となります。内部の 
分解禁止 点検-整備-修理は販売店に■(衣頼して < ださい。 

♦ 本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因とな0ます。 

■ 10 OV 似外の電圧で使用しない- 

0 m 本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流100ボル h ) L 处外の電圧や船舶などの 
直流 ( DC ) 電源には絶巧に接続しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。 

■ 放熱を巧げない- 



A を 

電源プラグをコンセント 


0 


♦ 本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱びこわ0、火災の原因になることびあります。本機には内部の 
温度上昇を防ぐため、ケースの上部や後部などに通風孔びあけて 
お0ます。 

次の点に気を付けてご使用ください。 

-本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

. 本機を、専用ラック1;^外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭 
い所に押し込んで使用しないでください。 

-テーブルク□スをかけたり、巧団の上に置いて使用しないでく 
ださい。 

-本機を設置する場合は、壁から1日 cmL 处上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、かし離し 
て置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器の天面か5 
2 cmm 上、背面か5已 cml ； (上のすさまをおけて<ださし、。 


■ 水のかかるところに置かない 


水場での 
使巧禁止 


0 水地れ禁止 



風呂場では使用しないでください。火災-感電の原因となります。 


本機は屋内専用に設計されています。说5さないようにごを意く 
ださい。内部に水び入ると、火災•感電の原因とな0ます。 
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么警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やかさな金属物を置かないでください。中に入った 
場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ 本機の通風孔に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落 
とし込んだ0しないでください。火災-感電の原因となります。 
特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 


■ 中に水や異物び入ったら- 

♦ 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源 
スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜いて販売店に 
ご連絡 < ださし、。 

電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 




■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依頼 < ださし、。 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いをのを載せたり、コードび本機の下敷にな 
5ないよラにしてください。コードに傷びついて、火災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことによ0、それ 
に気付かず、重い物を載せてしまうことげあります。 

♦ 電源コードを傷つけた0、加工したり、無理に巧げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードび破 
損して火災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 万一、誤って本機を落とした場含や、キャビネットを破損した場 
含には、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因とな 
0ます。電源コードをコンセントか5抜き、必ず販売店にご相談 
<ださし、。 


■雷が鳴りだしたら機器に触れない 



接軸禁止 


♦ 雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因となります。 


■ 乾電池を充電しない 


0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれによ0 
火災•けがの原因となります。 


己 




A ミ主意 


■ 設置上の注意 


0 


♦ 強度の足りない台やぐらついた0、傾いた0した所など、不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり倒れた0して、けがの原 
因となることびあ0ます。 

♦ 本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないで<ださ 
し、倒れた0落下して、けびの原因となることびあ0ます。 

♦ 本機の上にものを置かないでください。バランスびくずれて倒れ 
たり、落下して、けびの原因となることびあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、サランネットやスピーカーユニットに手を 
かけないでください。故障やけびの原因となることがあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜を、スピーカーコードを外してか5行ってくださ 
し'!。コードび傷つき、火災•感電の原因となることげあります。 



♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、接続コードやスピー 
カーコードをがしてから巧ってください。落下や転倒など、思わ 
说事故の原因とな0ます。 

♦ 壁はその材質、また楼などの位置により、ネジの保持強度に大き 
な差び出ますので、取り付けに隙しては、十分ごを意ください。 
(専門業者にご相談ください。） 


■ スピーカーコー ドは安全な場所へ 



♦ スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり 
引っかかったりして、落下や転倒など事故の原因となることび 
あ0ます。スピーカースタンドを利用した場合や高い所に置いた 
場含、壁に掛けた場合など、特にごを意ください。 


■ 次のよラな場所に置かない 


0 

■ 使用上の注意 


♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。火災-感電の原因となることびあ0ます。 

♦ 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災•感電の原 
因となることびあ0ます。 
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0 


♦ 電源を入れたときは、音量にま意してください。過大入力でス 
ピーカーを破損した0、突然大さな音び出て聴力障書などの原因 
となることがあ0ます。 

♦ 長時間音びひずんだ状態で使わないでください。アンプ、スピー 
カー等び発熱し、乂災の原因となることびあ0ます。 

♦ 音量を上げすぎないよラにごを意ください。耳を刺激するよラな 
大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること 
びあ0ます。 

♦ 本機に乗ったり、ぶら下がった0しないでください。特にお子様 
にはごを意ください。倒れた0、こわれた0して、けがの原因と 
なることびあります。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないでください。 

磁気の影響で製品び使えなくなった0、データが消失することび 
お0ます。 



A ミ主意 


■ 接続について 


A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよ<読み、電源スイッチを切り、 
説明に従って接続して<ださい。また接続は指定の コー ドを使用 
してください。指定！;のコードを使用した0 コー ドを延長した 
0すると、発熱し、やけどの原因となることびあります。 


■電源コード、電源プラグの注意 


0 


♦ 電源コードを熱器具にお付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、火災•感電の原因となることがあ0ます。 

♦ 城れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因 
となることびあります。 

♦ 電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張5ないで<ださ 
し、。コードび傷つき、火災•感電の原因となることがあ0ます。 
必ず、プラグを持って抜いてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災 
の原因となることびあります。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないときは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。乂災の原因と 
なることがあ0まず。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
電ミ原プラグを コンセント セントか5抜き、機器間の接続コードなどが部の接続コードや 

から抜し、てくださぃ スピ- 力-]- ドを外してから 巧って ください。 ]— ドび傷つ 

さ、火災•感電の原因となることびあります。 



■電池について 


A 


♦ 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナス 
一の向き）に注意し、表示どおりに入れてください。間違えると 
電池の破裂、液をれにより、乂災、けびや周囲を'汚損する原因と 
なることがあ0ます。 


0 


♦ 指定！;^がの電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
し、電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液われによ 
り火災、けびや周囲のミち損の原因となることびあります。 

♦ 電池は、加熱した0、分解したり、火や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、火災、けがの原因となること 
げおります。 


■スピーカーコー ドについて- 

♦ スピーカーコードを傷つけた0、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したりしないでください。火災-感電の原因となることび 
おります。 
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A ミ主意 


■点検-工事について 


電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 

A 


♦ お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントから巧いて 
行ってください。感電の原因となることびあります。 


♦ 使巧環境にもよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談くださし、。 

本機の内部にほこ0がたまったまま、長い間掃除をしないと火災 
や故障の原因となることがあ0ます。特に湿気のを<なる梅雨期 
の前に巧ラと、よ0効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 

♦ 電源プラグにほこ0なすこまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知5れています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いて<ださい。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦ シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはばたり変形することがあ0ます。 


お手入れについて 

キャビネットは、時々シ U コンクロスまたは、柔5かい巧でからぶさしてください。汚れびひどいとさは中性洗 
剤をラすめた液に、柔らかい巧を浸し、固く絞って汚れをふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてください。固 
い巧や、シンナー、アルコールなど揮発性のちのなどでふをますと傷びついたり、文字び消えたり、変色したり 
することびありますから、ご使巧にならないでください。 

化学ぞラきんなどをお使いになる場をは、それに添付の注意書きなどをお読みください。 

サランネットにほこりびついたときは、掃除機で服い取るか、ブラシをかけるとよくほこりを取ることびできます。 


カラーテレビやパソコンとの近接使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使巧されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデ U ケートなちの 
ですので、普通のスピーカーシステムを近づけて使巧すると、画面に色むらやひずみが発生します。本機は 
(社）電子情報技術産業協含 （ J 曰 TA ) (旧（社）日本電子機械工業含に IAJ )) の技術基準に適をした防磁設 
計を施していますので、テレビなどとの近接使巧び可能となっています。ただし、設置のしかたによっては色む 
日び生じる場合びありまず。その場含は一度テレビの電源を切り、]已分〜30分棲に再びスイッチを入れてくだ 
さい。テレビの自己消磁機能によって画面への影響び改善されます。その後ち色むらび残るよラな場合はスピー 
カーをテレビから離してください。また、近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれていますと、本機との相 
互作巧により、テレビに色むらが発生する場合びありますので設置にご注意ください。 


取り巧い上のごま意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんび、次のよラな特殊な信号び加えられますと、過大電流による焼損断 
線事故のおそれびありますのでご注意< ださい。 

① FM チューナーび同調していないとさのノイズ 

② テープレコーダーを早送りしたとをの音 

③ 発信器や電子楽器等の高い周波数成分の音 

④ アンプび発振しているとさ 

⑥ オーデイオチてック用 CD などの特殊な信号音 

感ピンコードなど、接続端子の抜さ差し時のショック音（扳き差し時は必ずアンプの電源を切ってから行ってく 
ださい。） 

⑦ マイク使用時の八ウ U ング 
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箱を開けた5、まず 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最樓のアルファべットは、製品名の色を表す記号 
です。色は異なってち操作方法は同じです。 


付属品を確認ずる 


ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 


• 本体 （ UXW -3.1 PAW )(1) 



■ カラースピーカーコード 

(センター/サラウンド用） 8 m (3) 



■ U モっン （ RC -49 已 S )(1) 
• 乾電池（単3お）の） 



-才ーデイオ用ピンコード 3 m (2) 



• サテライト スピーカー （ UXW -3.1 ST ) (3) 



-オーディオ用光デジタルケープル （1) 



• ヴテライトスピーカー用コルクスぺーヴー 
(一組〈12個〉） 



• 取扱説明書（本書 1) 
• 保証書 （1) 


ごを意 

本機は、本体および同個のヴテライトスピーカーとの組み合わせで最良の状態になるよラに設計され 
てお0ます。本体と他のスピーカーとの組み含ねせや、他のアンプとサテライトスピーカーとの組み 
合わせでご使巧になった場含の故障については、保証できない場合びありますのでご了承ください。 
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各部の名称と働き 



[] 内の数字は、参照ページを示しています。 


前面パネル 

\ 


ノ 


③③④⑥⑥ 



.⑦ 


表示部拡大図 

B 


r 


1 


C 


© STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン）ボ 
タンに 1] 

體面パネルのま電源スイツチび日 N のとさ、 
電源オンとスタンバイ状態（スタンバイイン 
ジケーターび点灯）を切り換えます。 

(2) STANDBY (スタンバイ）インジケーター 
に 1] 

スタンパイ状態のとさにホく点なします。 

( Daac インジケーター 

入力信号び AAC のとさに点灯します。 

@ SW LEVEL CONTROL (ヴプウーファーレべ 
ルコント □ —ル）インジケーター 

U モ]ンの SW LEVEL C 日 NTR 日 L ボタンで 
サブウーファーのレベルを切り換えたとさに 
点灯します。 


(5) SURROUND (ヴラウンド）ボタン 

[30、 31] 

サラウンドモードを選びます。 

(6) INPUT (インプット）ボタンに 4] 

入カソースを選びます。 

の MASTER VOLUME (音量）調藝つまみ 
に 4] 

音量を調整します。 

⑥リモコン受光部 [12] 

@表示部 

A サラウンドモード、デジタル入カフオーマット 
インジケーター 

B S ユーティングインジケーター 
C 多目的表示部 
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各部の名称と働き 


[] 内の数字は、参照ページを示しています。 

後面パネル 


④ 

」 



* 放熱用フアン 

本機内部の温度び上昇したと 
さに、フアンが回ります。 


① POWER (主電源）スイッチに 1] 

主電源の日 N / OFF を切り換えます。 

( D 電源コードに 1] 

(3) CENTER SPEAKER (センタースピーカー） 
端子 、 SURROUND SPEAKERS (サラウン 
ドスピーカー）端子に 0] 

センタースピーカー、 サラウンド スピーカー 
(左/ち）を接続します。 

④ DIGITAL INPUT 1 ( DVD )、 2 (光デジタル入 
力1 ( DVD )、2) 端子 [16 〜 18] 

DVD プレーヤー、 CD プレーヤーなどの光デ 
ジタル出力端子と接続します。 

(5) ANALOG INPUTK 2 (アナ□グ入力1、 2) 
端子 [1 白〜 18] 

オーディオ用ピンコードで、ビデオデッキなど 
のライン出力端子（アナ□グ）と接続します。 


(6) PROCESSOR IN/OUT (プ□セツサー入出 
力）端子 [16 〜 18] 

付属のオーディオ用ピンコードでお手持ちのア 
ンプのプ□セツヴー入出力端子と接続します。 

端モ [17] 

RI 端子をちつオンキヨー製品と接続します。 
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リモコン 




U モコンを準備ずる 

\ / 


乾電池の入れちと交換の仕ち 



ごま意 


-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混巧しないでください。 

-長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐために電池を取0出しておいてください。 

-寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食により U モコンをいためることびありま 
す。リモコン操作の反応び悪くなったときは、ちい電池を取り出して2本とも新しい電池と交換し 
て < ださい。 

-使用頻度にちよりますび、付属の電池の寿命は約目ヶ月です。電池の交換時には、単3型をご使用 
<ださい。 


リモコンの使い方 



- U モコン受光部に曰光やインバーター堂光ななどの強い光を直接当てると正しく動作しないこと 
びあります。 

-ホが線を使った機器の近くで使用したり、他の U モコンを併用すると誤動作の原因とな0ます。 

- U モコンの上に本など、わのを置かないでください。ボタンび巧し続け5れた状態にな0、電池 
び消耗してしまラことびあります。 

- U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作でをません。 
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U モコン 

[] 内の数字は、参照ページを示しています。 


U モコン RC -49 曰 S 

\ ノ 


③ 



-③ 

-④ 

-⑥ 

-⑥ 

-⑦ 

-⑧ 

-⑨ 


UXW -3.1 操作ボタン 

① STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン） 
ボタンに 1] 

後面バネルの主電源スイッチび ON のとき、 
電源オンとスタンバイ状態（スタンバイイン 
ジケーターび点な）を切り換えます。 

③ SURROUND (サラゥンド）ボタン 
[30、 31] 

サラウンドモードを還びます。 

(3) INPUT (入力切り換え）ボタンに 4] 

巧すたびに、入カソースび切 D 換わります。 


(4) TEST TONE (テスト!ン出力）ポタン 
に 3] 

各スピーカーか5、テスト!-ーンび出力され 
ます。スピーカーのレベルを合わせるとさに 
使用します。 

(D CH SEL (チヤンネル切り換え）ボタン 
[2 吕、23、2已] 

距離またはレベルを設定するスピーカーを還 
びます。 

(D DISTANCE (距離設定）ポタンに吕] 

スピーカーとの距離を設定するときに巧しま 
す。 

(7) DISPLAY (ディスプレイ）ボタンロ吕] 

入力信号のフォーマツトを表示するときに巧 
します。 

⑧ VOLUME (音量調整）▲/▼ポタンに4] 

▲を巧すと音量び上び0、▼を巧すと下びり 
ます。 

(9) MUTING (ミユーティング）ポタンに已] 

音量を一時的に下げます。 

⑩ SW 1 _EVEL CONTROL (サブウーファーレ 
ベルコント□-ル）ポタンに 6] 

サブウーファーレベルを切 D 換えます。 

⑩ LATE N に HT (レイトナイト）ポタン [31] 

ドルビーデジタル録音されたソフトを演奏す 
るとき、ダイナ5ツクレンジ（音量の大ル 
幅）をルさくします。夜中などに音量を絞つ 
て映画を鑑質するとき、ルさな音ち聞こえや 
す < な0ます。 

® LEVEL/DISTANCE (レベル/距離調整） 
▲/▼ポタン [2 吕、23、2已] 

各スピーカーのレベルや距離を設定すると 
さ、数値を上げ下げします。 

⑩ SETUP (セットアップ）ボタンに 7] 

電源連動機能のオンとオフを切 D 換えるとさ 
に巧します。 
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オンキヨー製 DVD プレーヤー操作ボタン 

©MENU (メニュ ー） ボタン 

メニュー画面を表示します。 

③ ▲/▼/◄/► (力ーソル）ボタン 

設定項目を選択するとさにカーソルを移動し 
ます。 

(3) ENTER (エンター）ボタン 

設定項目を確定します。 

@ TOP MENU (トップメニュ ー） ボタン 

トップメニュー画面を表示します。 

©REPEAT (リピート）ボタン 

タイトルやチャプターを繰り返し再生します。 


(6) RANDOM (ランダム）ボタン 

タイトルやチャプターをランダムに再生しま 
す。 

(7) AUDIO (才ーディオ）ポタン 
言語や音青を切0換えます。 

(8) ANGLE (アングル）ボタン 
アングルを切り換えます。 

(9) SUBTITLE (サブタイトル）ボタン 
字幕言語を切り換えます。 

©SLOW (ス □—) ボタン 
ス□一再生します。 

⑩ DISPLAY (ディスプレイ）ボタン 

ディスクの情報を表示します。 

⑩ DVD プレーヤー操作ボタン 

►:再生します 
■:停止します 
II -一時停止します 

早戻し/早送りしまず 

■◄◄/►►I :チャプターやトラック、巧の頭出 
しをします 

⑩ RETURN (リターン）ボタン 

メニュー画面操作時、巧すとひとつ前の画面 
に戻ります。 

@ SETUP (セットアップ）ポタン 

初期設定画面を表おしまず。 


ON SUR 的 UND INPLTT 

伍） 

MENU SETUP TEST TONE 



ONKYO 

REMOTE CONTROLLER RC-495S 


リモコン 


本捲とオンキヨー製 DVD プレーヤーは Rl 接続しておいてください。また、必ずオーディオ用ピン 
コードでの接続ちしてください。（が17ページ） 


@ ⑩⑩⑩⑩⑨ 


①③③④⑥⑥⑦⑧ 
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スピーカーを設置する 


本機はフ n ント1；■(外の4チヤンネルのアンプを内蔵してお0、本体内蔵のサブウーファーと3つのヴテ 
ライトスピーカーを適切に配置することにより、最適なサラウンド再生を楽しむことびできます。 
付属のヴテライトスピーカーはすべて同じ性能です。3つを左ちサラウンドスピーカーとセンタース 

フ□ントスピーカーは、お手持ちのアンプとスピーカーをご使用ください。 


昼本的な設置例と各スピーカーの役割 


スピーカーの設置は、実際には部屋の大きさや壁の材質などによってち違ってきますび、ここでは各 
スピーカーの基本的な配置例とをスピーカーの役割を紹介します。 


設置例 フ□ン トス ピーカー 



• をちフ□ントスピーカーとセンタースピーカー 

視聴者の前方に配置します。 

一3つのスピーカーびなるべく同じ高さに 
なるよラに設置してください。 

一 音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴 
をのちに向くように配置してください。 

フ n ントスピーカーは、総合的に音声を出力 
します。已 .1 チャンネルで柱となり、音場を 
しっかり整える役割を果たします。 

センタースピーカーは、左ちフ n ントスピー 
カーの 音源効果や、音の動をを明確にして、 
よ0豊かなサウンドイ方ージを作りまず。 

-をちサラウンド スピーカー 

視聴者の横または後ろに配置します。 

音の立体的な動をを表現し、背景をイメージ 
した環境音、また場面を盛り上げる効果音を 
作りだして臨場感を高めます。 


• サブウーファー（本体） 

部屋のどの場所に設置してもかまいませんび、 
一般的に部屋の隅に近いほど効果び出やすくな 
0ます。再生される低音の質や量はサブウー 
ファーの置を場所や、部屋の形状、聞<位置に 
よって大きく変わりますので、部屋の色々な位 
置に置いてみることをおすすめします。 

迫力のある重低音効果を最大限に発揮します。 

一-*-%-- 
ご ミ 主意 

サブウーファー（本体）は、 U モコンで操作でき 
る位置に配置してください。 
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オーディオ機器を接続する 


本磯にはデジタル音声入力端テとアナ□グ入力端テびあり、最大で4種類の音声機器を接続ずること 
びでさます。 

-ドルビーデジタル、 DTS ソフト、 AAC ソースなどのデジタル信号を再生するためには、デジタル 
音声入力端テへの接続び必要です。 

ずべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 


ご ミ 主意 

- DIGITAL INPUT 1 ( DVD ) 、2端子には、保 
護用キャップび取り付け5れていまず。接続時 
は、このキャップを取0がしてください。使用 
しない場含、キャップは必ずもとどお0に取り 
付けておいて < ださい。 



コードのプラグはしっかりと輿まで差し込ん 
で<ださい。接続び不完全だと、雑音や動作 
不良の原因にな0ます。 

-差し込み不完全 



奥まで差し込んでください 


寄調ヒント版;知ぶう邸続してく；■お U 

他機音青 L 端子へ 本機音芦 L 端子へ 


(白） 


li iillliHs 卜 


(白） 


m 

他機音青 R 端子へ 


m 

本機音芦 R 端子へ 


音声用ピン コー ドは スピーカーコー ドと 一緒 
に束ねないでください。音質び悪くなること 
びあ0ます。 


オンキヨー製 MD / CD チューナーアンプ FR -1 日日 AX または FR - N 3 X との接続例 


① 本機と FR -1 曰己 AX または FR - N 3 X との接続 

-付属の才ーディオ巧ピンコードを使って、本磯の PR 日 CESS 日 R 日 UTl 端テ®と FR -1 已已 AX / N 3 X の 
PROCESSOR IN な箭テ®、本機の PROCESSOR IN 端テ®)と FR -1 已已 AX / N 3 X の PROCESSOR 
日 UT 端テ®を接続してください。 

• 付属の RI ケーブルを使って、 rn 端テどラしを接続してください。システム機能を使ラために必 
ず接続してください。 

- 2つの RI 端子のはた5きは同じです。どち5にでもつなげます。 

@本機とオンキヨー製 DVD プレーヤーとの接続 

-付属のオーディオ用光デジタルケーブルを使って、本機の□に ITAL INPUT 1 ( DVD ) 端テと、 
DVD プレーヤーのデジタル出力端子を接続してください。 

- DV □プレーヤーに付属の rM ケーブルを使って、 RI 端テどラしを接続してください。 

• システム機能を使うためには、 DVD プレーヤーと FR -1 已已 AX / N 3 X をオーディオ用ピンコードで 
接続することび必要です。 DVD プレーヤーの ANALOG OUT L/R 端子と FR - 1已已 AX / N 3 X の 
LINE IN L/R 端テを接続しておいてくださし、。 

また、 FR -1 日已 AX / N 3 X の入力表示名の LINE を DVD に変更しておいてください。（変更のしか 
たは、 FR -1 已己 AX / N 3 X の取扱説明書をご覧くださし、） 
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オーディオ機器を接続ずる 


UXW -3.1 



FR -1 已已 AX / N 3 X 
(イラストは、 FR -1 己己 AX でず） 



■ オンキヨー製の DVD プレーヤーまたは CD プレーヤーは、本機の□に ITAUNPUT ] ( DVD ) 端テ 
に接続してください。 

-オンキヨー製の MD レコーダーまたは CD レコーダーは、本機の D に ITAL INPUT 2端テに接続し 
てください。 

■ システム機能について 

本機と FR -1 已已 AX / N 3 X を組み合わせてご使巧になると、システム機能を使うことびできます。 
詳しくは27ページをご覧 <ださし、。 



























































































オーディオ機器を接続する 


オーディオ機器の接続例 


① CD プレーヤーなど 


、：信号の流れ 



プ□セッサー出力 

UXW -3.1 

① DIGITAL INPUT 1 ( DVD )、 2端子には、 DVD プレーヤーや CD プレーヤーなどの光デジタル 
音声出力を接続しまず。 

©ANALOG INPUT 1、2端子には、ビデオデッキやテレビなどの音声出力を接続します。 

感 PROCESSOR IN / OUT 端子には、プ□セツサー入出力端子付き2チャンネルアンプのプ□セツ 
ヴー入出力を接続しまず。 


テレビを含む接続例 


テレビ 



本機に接続でさるのは、音青信号のみです。映像 
信号は、それぞれの機器か5直接テレビに接続す 
る必要びあります。 

DVD プレーヤーのみを接続する場を 

DVD プレーヤーの映像出力をテレビの映像入力 
に接続し、音声出力を本機に接続します。 

この接続では、 DVD プレーヤーでソフトを再生 
し、本機の INPUT ボタンで接続した機器の音声 
入力信号を選びまず。 
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DVD プレーヤー 
































































































スピーカーを接続する 


接続の前に スピーカー端子への接続方法 

付属のスピーカーコードの準備をしまず。 〇 レバーを 押します。 

〇スピーカーコードのビニールカバーの先をが 
します。 


e しん線をよじります。 



0しん線を巧の中に入れます。 


0レバーを はなします。 



ヴテライトスピーカーの設置について 


■サテライトスピーカー用壁掛け金具の使い方 

付属の壁掛け金具をキャビネットに付け、壁 
のネジに引っ掛けることによって、壁掛けス 
ピーカーとして使ラことびでさます。（ス 
ピーカーの上下を逆にして使用します。） 

金具の取り付け方 

付属のネジを使ってキャビネット背面に金具 
を付けます。また、付属のサテライトスピー 
カー巧コルクスペーヴーを図の位置に2枚重 
ねて貼り付けることにより、安定して設置で 
をます。 


サテライトスピーカー底面 



コルクスペーサー 


■サテライトスピーカー用コルクスペーサーに 
〇し、て 

よ0よい音でお楽しみいただくために、付属の 
コルクスペーヴーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスぺーヴーを使用することにより、 
すべりにくくな0、安定した設置をすることび 
でをます。 


たて置きの場合 


横置きの場含 



■ サテライトスピーカーを固定ずるには 

サテライトスピーカーには、市販されている 
スタンドや金具を使用できるネジ巧び設けら 
れています。底面にはピッチ日日 mm で M 日用 
ネジ巧び2個、背面には M 日巧ネジ巧1個び設 
けてあ0ます。取0付け方法については、ご 
使用になるスタンドや金具の説明書をご覧く 
ださい。 



壁掛けスピーカーとしてご使用になる場含は、 
壁の強度に十分を意してください。壁はその材 
質、また桂（さん）などの位置によ0、ネジの 
保持強度に大きな差び出ますので、取り付けに 
隙しては十分を意してください。 

ネジは、頭の直径び]日 mm L ソ下、ネジ部の 
直径び 4 mm 政下で、できるだけ太く、長い 
ちのをご使用ください。 

(業ちの方にご相旨炎いただくのび安むです。） 


M 己ネジ 


己 mm 


/ 〜 12mm 


■ オンキヨー□ゴのプレートについて 

ヴテライトスピーカーを横置さでお使いにな 
るとさは、オンキヨー□ゴのプレートを回転 
させて使ラことびでさます。 


スタンドや金具をご使 
用になるとさは、ネジ 
長にま意してくださ 
い。有効ネジ長び7〜 
12 mm のものをご使用 
くださし、。 
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スピーカーを 設置す る 




センター、 サラウンド スピーカーの 接続図 

\ / 


本機のスピーカー端子は、識別しやすいように （+) 側端テびそれぞれ緑、灰、青の色別となっていま 
す。また付属のスピーカーコードにも同じ色の線び入っています。香端子の （+) 側には同じ色のス 
ピーカーコードを接続してください。 

3つのヴテライトスピーカーは同じですので、どれをセンターまたはサラウンドスピーカーとして使 
用してちかまいません。 
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電源を入れる 





本機の電源を壁のコンセントに接続する 


接続ずる前に 


本機の電源コード]^^(外の、すべての接続び完了していることを確認してください。 


電源コードを家庭用電源コンセントに差し込んでください。 

よりよい音で聞いていただくために、本機の電源コードは極性の管理びされています。電源コードの 
片側に白線の入っている側を家庭用電源コンセントの溝の長い方に含わせて差し込んでください。家 
庭用電源コンセントの溝の長さび同じ場合は、どち5を接続してをかまいません。 



本機は主電源スイッチ （ POWER ) が日 N の状態で工場出荷されていますので、最初に電源コードのプ 
ラグをコンセントに差し込むとスタンバイインジケーターび点灯し、下記の「電源を入れる」の手順 
1と同じ状態になります。 


電源を入れる 



1後面パネルの POWER (ま電源）スイッ 
チを ON にずる 

スタンバイインジケーターび点灯し、スタン 
バイ状態にな0ます。 


d 前面ノ くネルまたはリモコンの STANDBY / 
ON (スタンバイ/電源オン）ボタンを巧 
ず 

スタンバイインジケーターび消え、表示部び 
点灯します。 

メモリー保持について 

本機には、；<モリー保持用の予備電源装置び内蔵 
されています。これは、登録したレベル設定 
(■^23ページ）などを停電時などに保護ずるた 
めのものです。2週間!^处上本機の主電源を切った 
状態にしておくと、メモ U —内容は消えてしまい 
ます。 


2 



SURROUND INPUT 

O 〇 

SETUP TESTTONE 


^ •の户午 

.ENTER . "をし 

Li ? 口 ：の 


誤動作するときは 

本機はマイク□コンピューターにより高度な機能 
を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑音 
や巧喜ノイズ、静電気などの影響を受けて誤動作 
するとさびあります。このよラなときは、電源 
コードをコンセントか!5—度抜を、己砂上たっ 
てか5つなぎなおしてください。 
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ごミ主意 

-センタースピーカーは、左ちのフ□ントス 
ピーカーよ01.已 m まで近くに設定でさます 
び、フ□ントスピーカーより遠くには設定で 
さません。 

• 左ちのサラウンドスピーカーは、左ちのフロ 
ントスピーカーよ04.已 m まで近くに設定で 
きますび、フ□ントスピーカーより違くには 
設定でさません。 


1 U モコンの D 旧 TANCE ボタンを巧ず 


表示部にフ□ントス ピーカーまでの 距離び表 
示されます。 



C ： 力ーソル▲/▼ボタンで、実際の距離に近 
い数値に設定しまず 


▲ボタンを巧ずと数値び上びり、▼ボタンを 
巧すと下びります。 

0.3m 〜目 .Om の範囲を 0.3m 単位で設定でを 
ますので、実際の距離に近い値を選んでくだ 
さし、。 


OCH SEL ボタンを巧してスピーカー表示 
を切り換え、ずべてのスピーカーまでの 
距離を設定ずる 

ボタンを巧ずたびに、スピーカーの表示び巧 
のように切り換わります。設定方法は、手順 
吕と同じです。 

Front (左ちのフ□ントスピーカー) 


Center (センタースピーカー) 


Surr (左ちのサラウンドスピーカー) 


Front (左ちのフ□ントスピーカー）に戻る 


4 d に TANCE ボタンを巧ず 

通常の表示に戻0ます。 


严 SURROUND INPUT 

の (〇)(巧 

MENU SETUP TEST TONE 

献；ド曼 

DISTANCE 


の 


TOP MEN J 


ご.お 

苗も 



ONKVO 

REMOTE CONTROLLER RC-48ES 


スピーカーまでの 距離を設定する 


操作の前に、設置したスピーカーか5聞く位置までの距離を設定します。 

スピーカーの設置については、「スピーカーを設置する」（底1已ぺージ）をご覧ください。 


4 

31 


22 




























1 U モコンの TEST TONE ボタンを巧す 

左のフ□ントスピーカーか5 r プー」とい5テ 
スト音び出まずので、 VOLUME ▲ボタンでい 
つち聞く音量にしてください。その後、下記の 
順で各スピーカーからテスト音びでます。 

Left (左のフ□ントスピーカー) 
i 

Center (センタースピーカー） 

i 

Right (ちのフ□ントスピーカー) 

i 

Surr Right (ちのサラウンドスピーカー) 

i 

Surr Left (左のサラウンドスピーカー) 

i 

Subwoofer (サブウーファー） 
i 

Left (左のフ□ントスピーカー)に戻る 


ごを意 

FR -1 己己 AX / N 3 XJ ツ外のプ□セッサー端子付 
機器と本機を接続している場含 

フ□ントスピーカーの音量は、接続している機器 
の音量を変えると変化しまず。音量レベルを設定 
する隙には、各スピーカーからの音量び同じ大さ 
さに聞こえるよラに、接続している機器の音量を 
調整してください。 


テスト音は 、 TEST T 日 NE ボタンを巧したあ 
と、何ち操作しないでいると、自動的に次の 
チヤンネルに移0、2秒ずつテスト音を出力 
します。1日回繰り返して止まります。 


tdcH SEL ボタンを巧してスピーカーを切 
り換え、力ーソル▲/▼ボタンで、聞く位 
置か S 各スピーカーの音量び同じに聞こ 
えるように調整ずる 

▲ボタンを巧すと音量び上びり、▼ボタンを 
巧すと下びります。 

- 1如日〜+1 2 clB の範囲で設定でをまず。 
(SUBWOOFER (サブウーファー)は、 
-30 CIB 〜+1吕 d 巨の範囲で設定できます。） 



各 スピーカーの 音量レベルを設定する 

各スピーカーか6の音量び同じに聞こえるよラに、それぞれの音量レベルを設定しまず。 


3 

1^2 


E 

M 

U 


广 ^ 

、 

SUR 阳 UNO INPUT 

の 

MENU SETUP TEST TONE 

9 志户\妄 

の o の 

- DISTANCE 

ゴわろ 

TOP MENU RETURN 

DISPLAY 

のの CE ) CD 

RANDOM RE 巧肝 SLOW 


AUDIO ANGLE SUBTITLE | 

( ) ( "i ( ) VO … ME 

LATE NIGHT CONTROL MUTING 

口 感 

ONKYO 

REMOTE CONTROLLER RC-49SS 

V 


2 


OTEST TONE ボタンを巧ず 

設定したスピーカーの音量レべ!レび記憶され、 
通常の表示に戻0ます。 
























機器を選んで演奏する 



3 


1 INPUT ボタンを繰り返し巧して、入力 
を選ぶ 

DVD/digl : DIGITAL INPUT 1 ( DVD ) 
端テに接続された機器 
D に ITAL 2 : D に ITAL INPUT 2端子に接 
続された機器 

ANALOG 1 : ANALOG INPUT ] 端テに 
接続された機器 

ANALOG 吕： ANALOG INPUT 2端テに接 
続された機器 

LINE : PROCESSOR 端子 （ IN / OUT ) に 
接続された機器 

2秒間経つと、選んだ入力とサラウンドモー 
ドの表示になります。 




と選んだ機器の演奏を始める 



3 


〇前面パネルの MASTER VOLUME つま 
みまたはリモコンの VOLUME ^/ ▼ボタ 
ンで音量を調整ずる 

MASTER VOLUME つまみは、ちに回すと 
音量び上びり、左に回すと下がります。 

U モコンの V 日 LUME ボタンは、▲を巧すと 
音量び上びり、▼を巧すと下びります。 


アナ□グとデジタルの切り換えについて 

DVD / cHgl または□に ITAL 2 を選んだとき、本 
機は常にデジタル信号を選択します。デジタル信 
号び検出されない場含も、アナ□グに切り換わる 
ことはありません。 

アナ□グ信号を入力するときは 、 ANALOG 
INPUT 1 または2端子に機器を接続し、入力設定 
を ANAL 日白]または2に切り換えてください。 
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機器を選んで演奏する 



一時的に スピーカー レベルを調壁する 

\ ノ 



TEST TONE 

1,3 


再生中、一時的にスピーカーのレベルを調整する 
ことびでをます。 


1再生中にリモコンの CH SEL ボタンを巧 
して、 スピーカーを 選ぶ 


と力ーソル▲/▼ボタンで、聞く位置か5さ 
スピーカーの音量が同じに聞こえるよラ 
に調整ずる 

▲ボタンを巧すと音量び上びり、▼ボタンを 
巧すと下びります。 

- 1 2 clB 〜+1 2 cl 日の範囲で設定でさます。 
(ヴブウーファーは、 一30 服〜+12肥の範囲 
で設定でをまず。） 


OCH SEL ボタンを巧ず 

サブウーファーを選んでいると走に 、 CHSEL 
ボタンを巧すと、通常の表示に戻ります。 


お知らせ 


-この設定は、本機をスタンバイ状態にすると 
解除されます。 

■ CH SEL ボタンのかわりに TEST T 日 NE ボタ 
ンを押すと、テスト!-ーンで調整したレベル 
として保をされます。 


音を一時的にルさくずる（ミュート機能) 



MUTING 


MUTING ボタンを巧すと、音量びご<ルさくな 
りまず。音楽を聞いているときに、電話などです 
ぐに音をルさ< したいとさに役立ちます。 

MUTING ボタンを巧ず 

表示部の MUTIN 白インジケーターび点滅し、一 
時的に音量を下げます。 

、、 muting// 

,, 、、 

ちラー度押すと、元の音量に戻ります。 

ごミち意 

下のとをに S ユート機能は解除されます。 

-一度スタンバイ状態にしたあとで、次に電源 
を入れたとさ 

- U モコンの V 日 LUME ボタンで音量調整した 
とさ 


































機器を選んで演奏する 





へッドホンモードを切り換える 


SURROUND 


本機に接続しているアンプでへッドホンを使用す 






ご —.: -… 

[r~~il ' 亩 ' 0 ' る - 

項窗〇) 


〇1 1 





るときは、本機のヘッドホンモードをオンにして 
<ださい。 

本機の SURROUND ボタンを2秒攻上巧し 
続ける _ 

表示部に [Headphone Mode 」 と表示されま 
す。ヘッドホンモードびオンになっているときは 
表示部に入カソース名と 「 Headphone 」 が表示 
されます。 

ヘッドホンモードびオンのとをは、サラウンド 
モードは STERE 日になり、サブウーファーか5 
の音は出ません。 

ヘッドホンモードをオフにするには、同様に 
SURROUND ボタンを少し^甲し続けて < ださい。 


入力名を変更ずる 


入力び DVD / cH 呂1のとき、または□に ITAL 3 のときは、入力名を変更することびできまず。接続して 
いる機器に含わせて選んでください。（例えば、 DVD / cH 旨1に CD プレーヤーを接続しているとき 
は、入力名を CD / di 畳1に変えます。） 

DVD / dig 1 の場含： 

INPUT ボタンを押して、 「 DVD / di 旨1」を選びます。その状態で再度 INPUT ボタンを巧し続けると 
に D / digl 」 と表示されます。その状態で再度 INPUT ボタンを押し続けると「□に ITAL 1」 と表示 
されまず。同様に再圓 NPUT ボタンを押し続けると 「 DVD / di 呂1」に戻りまず。 

D に ITAL 2 の場合： 

□に ITAL 1 の場合と同じ操作になります。「□に ITAL 2」 、に D - R / cH 呂2」または 「 MD / di 旨2」を 
選べまず。 


サブウーファーの音量レベルを切り換える 


現在設定されているサブウーファーの音量レベル 
を上げることびでさます。 

SW l_EVEL CONTROL ボタンを巧ず 


SW LEVEL 
COW 阳 L 



現在の設定び表ホされます。 


SW LEVEL CONTROL ボタンを押すごとに！;(下 
のよ5に切り換わりまず。 

SW LvI Ctrl Off :現在設定されているサブ 
ウーファーの音量レベルと同じでず。 

SWLvl Ctrl 1 :現在設定されているサブウー 
ファー の音量レベルよりも 3 cl 日上び D ます。 
SWLvl Ctrl 2 :現在設定されているサブウー 
ファー の音量レベルよりも朗日上び D ます。 

-テストトーン時は、サブウーファーレベルは 
オフのレベルにな0ます。 

-ここでの設定は、なに設定を変更ずるまで有 
効でず。 


























システム機能を使う 




FR -1 己己 AX / N 3 X とシステム接続しているとき 

\ ノ 


操作ち法は L リ下のよ 5 になりまず。 



2 


4 


2 



1本機の電源をオンにずる 

FR -1 己己 AX / N 3 X の電源もオンになります。 


ピ本機の入力切り換えボタン（またはリモ 
コンの INPUT ボタン）で入力を還ぶ 

FR -1 已已 AX / N 3 X に接続してしぶ機器を再生す 
る場合は、本機の入力を LIN 曰こしてくださし、。 


〇選んだ機器の演奏を始める 


4本機の音量調整つまみ（またはリモコン 
の VOLUMEA / ▼ボタン）で音量を調整 
する 


1；(下のシステム機能び使えます。 

■ 電源連動機能 

FR -1 己巳 AX / N 3 X の電源をオンにずると、本機の電源も自動的にオンになります。初期設定では 
この機能はオンになっていますび、この機能を使わない場合、オフにすることびできます。 

U モコンの SETUP ボタンを吕秒む上巧し続ける 

表示部に 「Power Sync 日が」と表示されます。設定をオンに戻す口ま、 
同様に SETUP ボタンを2秒押し続けます。（表示部に 「Power 
Sync 日 n 」 と表示されます。） 



ごを意 


電源連動機能の設定にかかわらず、 FR -1 已已 AX / N 3 X の電源をオフにしたときは、本機の電源も自 
動的にオフになります。また本機の電源をオフにしたとさは、本機のみ、電源びオフになります。 




































システム機能を使う 


■ ダイレクトチェンジ 

1；(下の操作をすると、本機の入力は自動的に LINE になります。 

- FR -1 已已 AX / N 3 X の CD 、 MD の ►/■ ■ボタンを押したとき 

- FR -1 已已 AX / N 3 X の FM / AM 、 または日 THER INPUT ボタンを巧して入力を切り換えたとき 


■ 音量調整のしかた 


U モコン 



UXW-3.1 



音量は本機側で調整します。 （ FR -1 已已 AX / N 3 X の U モコンの 
V 日 LUMEA / ▼ボタンでも調整でをます。） 

このとき、 FR -1 已曰 AX / N 3 X 本体の音量調整つまみ、 T 日 NE ボタンお 
よび A . PRES ボタン （ FR -1 已已 AX ) 、 S . BASS ボタン （ FR - N 3 X ) 
は効かなくなります。 



FR -1 已己 AX / N 3 X 本体の T 日 NEtK タン、 A . PRES ボタン （ FR - 
1日已 AX ) 、 S . BASS ボタン （ FR - N 3 X ) は、本機のサラウンドモード 
を切り換える働さになります。 


■ へッドホンを使用ずるときは 


リモコン UXW-3.1 



FR -1 已已 AX / N 3 X でへ ッドホンを使用するときは、本機のへッドホン 
モードをオンにしてください。（屈2目ページ） 

本機の SURROUND ボタンを2秒む上巧し続ける 

へッドホンモードびオンになっているときは、表示部に入カソース名 
と 「 Headphone 」 び表示されます。ヘッドホンモードをオフにする 
には、再度 SURR 日 UND ボタンを2秒!; LL 押し続けます。 


R-80 己 TX または A-90 曰 TX とシステム接続しているとき 


政下のシステム機能び使えます。 

電源連動機能は必ずオンにしておいてください。 


■ 音量調壁のしかた 


リモコン UXW-3.1 R-8 日已 TX/A-9 日己 TX の音量は、じ(下の手順で設定してください。 

① R -80 日 TX / A -90 曰 TX の音量を最小に絞っておく。 

③本機のリモコンの TEST TONE ボタンを f 甲ず。 

センター、サラウンドスピーカー、サブウーファーか5「ヴー」 
というテスト音び出ますので、 VOLUME ^/ ▼でいつち聞く音量 
にします。 

③ R -80 己 TX / A - 日〇已 TX の音量調藝つまみで音量を上ばていき、フ 
□ントスピーカーの音量がセンター、サラウンドスピーカーと同 
じ音量になるようにしてください。 

この渡の音量は本機側で調節しますので、 R -80 日 TX / A - 日日已 TX 
の音量は変更しないでくださし、。 



■ R-80 曰 TX/A -日〇日 TX の入力で選んでいる機器を再生ずるときは 

UXW-3.1 本機の入力を LINE にしてください。 


リモコン 







システム機能を使う 


■ へッドホンを使用するときは 


リモコン UXW-3.1 


SUR 帕リ邮 SURROUND 



R -8 日己 TX / A - 目日已 TX でへッドホンを使用するとさは、本機のヘッド 
ホンモードをオンにしてください。 

スピーカーか5の音がでな < なります。 

本機の SURR 日 UND ボタンを2秒む上巧し続ける 

へッドホンモードびオンになっているとをは表示部に入カソース名と 
「 Headphone 」 び表示されます。ヘッドホンモードをオフにするに 
は、再度 SURR 日 UND ボタンを2砂!^^上巧し続けます。 


■音を一時的にルさくずるには（ミュート機能) 


リモコン 


MUTING 



S ュート磯能を使ラとさは、本機の U モコンの MUTING ボタンを巧し 
てミュート機能をオンにしてください。 

R -8 日曰 TX / A - 日〇已 TX のリモコンでミュート機能をオンにしても、本 
機（センター、サラウンドスピーカー)のミュート機能はオンにな0 
ません。 


■ タイマー録音時のごま意 

タイマー録音をセットするときは、電源をスタンバイ状態にする前に、本機のヘッドホンモード 
をオンにしてください。 ( r ヘッドホンを使用するとをは」の項をご覧ください。） 

本機のへッドホンモードびオフになっていると、録音中に本機にミューティングびかからずに、 
センターとサラウンドスピーカーか5音び出ます。 

■ タイマー再生時のごま意 

ラジオをタイマー再生ずるときは、電源をスタンバイ状態にする前に、本機の入力を LINE にして 
おいて < ださい。 






スタジオ 5 ックス 

Studio-Mix 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適した 
モード。パワフルな音響イメージを再現した臨場 
感あふれるサウンドは、あなたをあたかもクラブ 
八ウスにいるよラな気分にするでしょラ。 

ティーヴィー□ジック 

TV Logic 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送 
に適したモード。局のスタジオにいるよラな臨場 
感を高めます。すべてのサラウンド音声を強調 
し、尝話音青を明瞭にします。 

才ールチャンネルステレオ 

All Ch St 

巨 GM として音楽をかける時に便利なモード。ヴ 
ラウンドス ピーカーを フ□ントス ピーカーと同じ 
音び出て迫力ある音場をお楽しみいただけます。 


ドルビーデジタルまたは DTS 1； (外の信号を再生 
するとさは、オンキヨー独自のサラウンドモード 
を楽しむことびできます。 

オーケストラ 

Orchestra 

クラッシックやオペラに適したモード。センター 
チャンネルをカットするとともに、音青イ-ジ 
び全体に広びるよラなサラウンド感を強調。大を 
なホールで聞いているよラな自然な響さび楽しめ 
ます。 

アンプラグド 

Unplugged 


オンキヨー独自のサラウンドモード （ DSP) 


本機には、しソ下のサラウンドモードびあります。 


左ちフ□ントスピーカーとサブウーファーか5出力 
されます。 

DOLBY DIGITAL/ DTS (Digital Theater 
System) / MPEG-2 AAC 

劇場やコンヴートホールさなび5の臨場感あふれ 
るヴウンドび体験できるサラウンド モー ドです。 
□日 L 巨 Y DIGITAL は、配释^ マー ク、 DTS は鹽 マー 
クのついた DVD 、 LD 、 C □などの再生時に楽しむ 
ことびできます。 MPEG -2 AAC は、日 S デジタル 
放送で採用されている音声フオーマットです。この 
方式のソースの再生時に楽しむことびでさます。 
MPEG -2 AAC の音青多重放送時は、ま音声 
( Main ) のみ、副音声 （ Sub ) のみ、主音声と 
副 音声 （Main + Sub ) を切0換えることびでさ 
ます。 

DOLBY PRO LOGIC D 

吵画に最適な Movie モードと音楽再生に最適な 
Music モードの2つのモードび選択できます。 
Movie モードでは、従来モノラルで帯域の狭かっ 
たサラウンドチヤンみレびステレオ再生になり、 
よ0移動感のある再生び楽しめます。また、 
Music モードでは、2チヤンネルの音楽に巧して 
ち自然な音場感をヴラウンドチヤンネルより再生 
します 。 DOLBY PRO LOGIC n は、 
□□画西雨雨^マ ー クのついた VHS や DVD ビデ 
才、または一部のテレビ番組再生時に楽しむこと 
びでをます。また、 Music モードは CD などのス 
テレオ音楽やライブを記録した DVD にち適して 
います。 


DTS についてのご注意 

• DTS 対応の CD や L □を冉 N 冉 LOG 端子のみに接続してアナ□グ再生すると、 DTS 信号をそのまま再生するため、 
ノイズび出力されます。このノイズを再生すると、本機やスピーカーにダメージを与える恐れびありまずので、 
DTS 対応の CD や L □を再生するとさは再生機器の出力端子を本機の DIGITAL INPUT 端子に接続し 、 DIGITAL 

(デジタル）で再生してください。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしてち正しく DTS 再生びできない場合びあります。 
出力されている DTS データに何らかのの理（出カレベル調整、サンプリング周波数変換、周波数特性変換など） 
び行われていると、本機び正しい DTS データとみなすことびできず、ノイズを発生することびあります。 

• DTS 対応ディスクを再生している時にプレーヤー側でポーズやスキップなどの操作をすると、ごく短時間ノイ 
ズび発生する場含びありますび、これは故障ではありません。 


サラウンドモードを使う前に 


しこな 
適るラ 
にすよ 
ど視る 
な重い 
ズをて 
ヤジい 
ジ I 聞 


J こ目 〇 
力場のす 
I 音ジま 
ボの-り 
やトテく 
クンス〇 
ッ□ちを 
ィフかジ 
テ。た I 
スドあ 
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n モで場 
アたと音 
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サラウンドモードを使う 


2 


ITMBtn 

ON 

HD 


5UR 帖 UND INPUT 

O - 

SETUP TEST TONE 


勺货户。 

の韦 

、ノ 田 STANCE 

ゴのわろ 

TOP MENU RETURN 

( S ) ( S ) ( S ) ( Si 

DISPLAY 

GD のの口 

RANDOM REPEAT SLOW 

ロロ ロ 

AUDIO ANGLE SUBTITLE | 

CD 0 CD の L 心 ME 

SW LEVEL 

LATE NIGHT 扣 NTROL MUTING 

C=WID O 




ONKYO 

REMOTE CONTROLLER RC-495S 


1 U モコンの INPUT ボタンを繰り返し巧 
して、演奏したい機器を還ぶ 

表示部に還んだ入力とサラウンドモードび表 
示されます。 

DVD/di 旨]の設定び DOLBY □に ITAL の場合 

I^I -1- 

選んだ入カ サラウンドモード 


dSURROUND ボタンを巧して、サラウ 
ンドモードを選ぶ 

SURR 日 UND ボタンを押すたびに、モードび 
切0換わります。選べるモードは入力信号の種 
類によって異なります。（次ページの表をご覧 
ください。）ヘッドホンモードがオンになって 
いるとさは、サラウンド音声は選べません。 


〇選んだソースを演奏ずる 


サラウンドモードを解除ずるには 

Ste 旧□になるまで SURROUND ボタンを巧しま 
す。通常のステレオ音青に戻ります 。 AAC (音声を 
重）のとさは、 SURROUN □ボタンを巧すごとに、 
主音声 （ Main ) 、畐暗声 （ Sub ) 、主音声と副音 
声 ( Main + Sub ) の音声を切り換えます。 


レイトナイト機能 （DOLBY D に ITAL ソフト再生時のみ) 



LATE 

NIGHT 


レイトナイト機能をオン（日口）にするとドル 
ビーデジタル録音されたソフトを演奏するとを、 
ダイナ S ックレンジ（音量の大ル幅）をルさくし 
ます。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞すると 
き、ルさな音も聞こえやすくなります。 

LATE N に HT ボタンを巧ず 


押すたびに、レイトナイトモードのオン （ On ) 
とオフ （ Off ) を切り換えることびできます。 



-レイトナイト機能は、ドルビーデジタルソフ 
卜にのみ効果びあ0ます。 

-レイトナイトの効果は、ドルビーデジタルソ 
フトによってミ央まっていますので、ソフトに 
よっては効果びみなかったり、効果びない場 
含もありまず。 

-レイトナイト機能は、本機をスタンバイ状態 
にすると解除されます。 





































サラウンドモードを使う 


入力信号のフオーマツトを表示する（デジタル信号入力時のみ) 


リモコンの D 旧 PLAY ボタンを2秒む上巧し 
続ける 



表示部に;欠のよ5な表示び3秒間出ます。 



入カソースの信号 

D 曰 L 巨 Y D (ドルビーデジタル） 

DTS 

PCM 

意味は次のよラになっています。 

a . フ□ントチヤンネルの数を表しまず。 

3:フ□ントの音声び 、 L (左）、 

C (センター )、 R (ち）の3チヤンネル 
2: L (左 ）、 R (ち）の2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 


b . ヴラウンドチヤンネルの数を表しまず。 

吕： LS (左サラウンド）、 

RS (ちサラウンド） 

1:モノラル （1 チヤンネル） 

0:なし 

C. LFE (恆域効果音 ： Low Frequency Effect ) 
のありなしを表しまず。 

.1: LFE あり 

空白： LFE なし 

例えば、 [3/2.1] と表示された場合は、前方3 
チヤンネルとサラウンド2チヤンネル、それに LFE 
びそれぞれ独立してエンコードされたソースである 
ことを表しています。 

PCM 信号のときは、ヴンプ U ング周波数を表示 
します。たとえば 「 PCM お： 44.1 kHz 」 と表示 
された5、 PCM 信号でヴンプ U ング周波数び 
44.1 kHz であることを表します。 


入カソースの信号 

Analo 邑 /PCM*i 

Dolby Digital 

DTS 

MPEG-2 AAC 

\\ソース となるソフト 

U スニングモード 

カセット、 CD 、 

ビデオ、 FM/AM 

DVD ビデオ、 LD 

CD 、 

DVD ビデオ 、 LD 

デジタル衛星放送 

マルチチャンネル 

ステレオ 

7 ルチチヤンネル 

ステレオ 

音声鐵送 

stereo 

• 

• 

• 

♦ 

• 

♦ 


PL H Movie 

• 


• 



♦ 


PL n Music 

• 


• 



参 


Dolby D 


• 






DTS 




♦ 




AAC 





• 



AAC Main + Sub 







♦ 

AAC Main 







♦ 

AAC Sub 







♦ 

Orchestra 

• 







Unplugged 

• 







Studio-Mix 

• 







TV Logic 

• 







All Ch St 

• 








*196 kHz のサンフリングレートで記録された PCM ソースは Stereo のみの再生となります。 
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主な仕様 


■ 本体（本体は、デコーダー、アンプ、ヴブウーファーが一体になっていまず) 


アンプ部 

定格出力（各チャンネル駆動時) 
サラウンド部： 

サブウーファー部： 

周波数特性 

サラウンド部： 

サブウーファー部： 

全高調波歪み率： 

SN 比： 

ミユート： 

入力感度/インピーダンス 
アナ□グ1: 

アナ□グ2: 

プ□セツサー： 

スピーカー部 
お式： 

-般 

電源： 

消費電力： 

待機電力： 

外形寸法(幅 X 高さ X 奧巧さ)： 

質量： 

その他： 


15WX 3 ( IkHz 、 目 n/EIAJ) 

2 已 W り日 OHz 、 3 n/ 曰 AJ) 

12日 Hz 〜 20 kHz 、 十]/- 3 d 巨 
20 Hz - 1 20 Hz . + 1/ - 3服 
0.1% (出力已 W ) 

100服 （IHF A 0. 己 V 入力） 

一已 Od 巨 

RCAL/R に00 mV / 已日 kQ ) 

RCA L/R に00 mV / 已日 kO ) 
RCAL/R に 0 日 mV / 已日 kQ ) 

」ドライブち式 ] 日 cm 0 MF コーン 

AC 100 V . 已0/日 OHz 

4目 W (電気巧品安全ま技術基準） 

9.5 W 

20已 mm X 300 mm x 289 mm 
8.3 kg 

防磁設計 (EIAJ) 


■ サテライト スピーカー 

お式： 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行を): 
質量： 

その他： 


密閉型 8 cm 日 MF コーン （1 個につさ]本使用) 
8曰 mm X 1 20 mm X 11 2 mm 
各日.71<浸 
防磁設計 EIAJ ) 


性能および外観は、性能向上のため予告なしに変更することびります。 
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故障かな？と思った 5 


本機び正常に動作しないときは、この表を参考にしてお調べください。これ5の処理をしても直らな 
いとき、これがの症状のとをは、電源コードをコンセントから抜いて「お名前」「おところ」「電 
話番号」 r 製品名 （ UXW -3.1) 」「故障状況」をできるだけ詳しくお買い上げいただいたお店、また 
は当社サービスステーションまでご連絡ください。 


をげ 

原因 

対応の仕ち 

電源を入れた途端に電源び 
切れた。 

アンプ保護回路び動作した。 

ただちに電源コードをコンセントから抜を、 
お買い上げ店ちしくは当社サービスステー 
ションにご連絡ください。 

電源び入らない 

電源コードびコンセントから抜け 
ている。 

電源コードをコンセントに差し込んでくださ 
し、。（屈 2] ページ） 


背面の POWER (主動鼠スイッ 
チび OFF (オスになっている。 

ON (オン）にしてください。（陵 2] ページ） 


が部ノイズび本機内部のマイコ 
ンに影響した。 

電源プラグを一度コンセントから振き、曰秒 
上たってか5再度つなざなおしてください。 

的21ぺージ） 

電源は入るが、音び出ない。 

MUTING インジケーターが点滅 
している。 

リモコンの MUTING ボタンを巧して mut ¬ 
ing インジケーターを消して ください。 

(腔=2日ぺージ） 


ピンコードやスピーカーコード 
の接続び正しくない。 

をラー度接続を確認してください。プラグや 
コード類はしっかりと接続してください。 

(降] 6〜20ページ) 


マイコンび誤作動している。 

電源プラグを一度コンセントから振き、5秒し心 
上たってから再度つなざなおしてください。 
031ぺージ） 


INPUT 从力）の設定び正しく 
ない。 

INPUT ボタンで再生したいソースを選んでく 
ださし、。（降24ページ） 

フロントスピーカーの音び 
出ない CFR -1 已日冉 X / N 3 X 

アンプ側の音量び最小になってい 
る。 

アンプ側の音量を適切な音量にしてくださ 
い。 

政外のアンプと接続してい 
る場合） 

アンプ側の S ューティング機能び 
働いている。 

アンプ側のミューティング機能を解除してく 
ださい。 


正しく接続されていない。 

もラー度接続を確認してください。 

(腔=18ページ) 

フロントスピーカーの音び 
出ない （ FR -1 已日冉 X / N 3 X 
と接続している場合） 

正しく接続されていない。 

をラー度接続を確認してください。 

〇] 7ぺージ） 

リモコン操作びでさない。 

1」モコンに電池び入っていない。 

乾電池を正しく入れてください。 


電池の寿命びなくなっている。 

新しい乾電池と交換してください。 

(降にページ） 


1」モコン受光部び障善物でふさび 
れている。 

障善物を取り除いてください。 


《操作中に表示部に表示されるメッセージはし rF の内容を意なします。 

Not available: ドルビーデジタル L がか D 入力のため 、 Late Night は設定できません。 

fs 96kHz In: 96 kHz の PCM び入力されているため、サラウンドモードは選べません。 

Phone Mode On: へッ ドホンモードがオンになっているため設定できません。 

Mutin 呂 On: ミュート機能びオンになっているため設定でをません。 

DOLBY DIGITAL DTS，AAC, PCM のインジケーターび点滅している： 

デジタル信号が入力されていません。（本機とデジタル機器を接続しているケーブルびが 
れている、デジタル機器び再生されていないなど） 


製品の故障により、正常に録音できなかったことによってをじた損青に D のレンタル料等）については保話巧をにな 
つ4 りませんので、大事な録音をされるとをには、あ5かじめ正しく録音できることを確認の上、録音を行ってください。 



オンキヨーご相談窓 □ • 修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買い求めの販売店へご依頼くださ 
い。万一お困りの場合には、下記の窓□へごネ目談くださるよラお願いいたします。 

カスタマーセンター受付日:30〜17:30 (±曰祝、弊社休日除く） 

■カタ□グのご請求、製品についてのご相談 
お客様 * e-mail :ホームシアタ ー /才ーデイオ製品- ►custome 階 onkyo . co.jp 

ス巧執巧 n マルナメテイア製品 一 mnncadmin @ onkyo.cojp 

しす日が"'せ、 U * tEL :ナビダイヤル0己 70-01-8]]] (全国どこからでも市内料金で通話いただけます） 

または 072-831-8]]] (携帯電言舌、 PHS から)へどラそ'。 

*FAX : 072-831-8124 〒已 72-8540 大阪府寝屋 J II 市日新町 2-1 


オンキヨー製品情報、ューザー登録ホームぺージへ-* ■ http :// www . onkyo . co.jp 
快適な才ーデイオライフをお手伝い。ネットショップへ— http :// www . e - onkyo.com 


が由巧 修理のご依頼は取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の項目をご確認のうえご依頼ください。転居 

^ U されたり、贈物でいただいたものの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 


北海道地区 

札幌サービスステーション 
TEL 01 1 -747-6 巨] 2 FAX 011 -747-6619 
〒〇0 ] -0028 ネし幌巿腿北28条西已 - 1 -28 
I — シン化28条ビル 
青森•岩手•宮城•が田•山お•福島地区 
仙台サービスステーション 
TEL 022 -297-0 已7 ] FAX 022-2 百 7-7330 
干目 84-00 己1 仙台市若林区新寺4-日-己 
第二丸昌ビル ] F 

茨城•栃木地区 

宇都宮ヴービスステーション 
TEL 028 -634-4307 FAX 028-巨 34-4308 
干 320-0831 硫木県宇都宮市新町 2-7-7 
群馬•埼を新谓地を 
大宮サービスステーション 
TEL 048 -6 已1 -86 ] 2 FAX 048 -6 已 ]-9 ] 37 
干330 -0034 埼玉県さいたま市±呂町 2-29-2 
高まビル ] F 
千葉•東京に3区)地区 
東京サービスセンター 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-3861-8124 
干111 -00 日4 東京都台東区鳥越1 -2-3 
八マスエビル 

東京に3区を除く）•山梨•長野地区 

) V 王子サービスステーション 

TEL 042巨- 32-8030 FAX 0426-36-93 ] 2 

干1目 2-0 日14東京都ノ V 王子市片倉町3日8番地 

神奈川地区 

横浜サービスステーション 
TEL 04已 -322-9342 FAX 045-3 1 2-6 巨03 
干 220-0072 横お市西区浅間町 ]- 13 
共なビル已 F 

岐阜•詩岡•愛知•王重地区 

名古屋サービスステーション 

TEL 052-772-1229 FAX 0已 2-772-1 33 ] 

干46己-0013 名古屋市名ま区社 □ 1下目1001番 


實山•石川•福井•滋賀•京都•大阪•兵庫•奈良•和歌山地区 

大販サービスセンター 

TEL 06-已己7巨-7已20 FAX 06-巨已 76-7604 
干已己 2-00 ] 3 大阪市港区福崎 3 T 目]番148号 
鳥取•島根•岡山•広島•山□(下関を除く）地区 " 

に島サービスステーション 
TEL 082 -262-33 ] 己 FAX 082-2 色 2-6 己7 ] 

干 732-00 已7 広島巿東区二葉の里 2-8-38 
徳島•香川•愛媛•高扇地区 
高松サービスステーション 
TEL 087 -868 -巳已已2 FAX 087-8 色8-已672 
干760 -0079 高松市松縄町 44-8 西原ビル] F _ 
山□(下関)•福岡•佐質•長崎•熊本•大分•宮崎•鹿!届島-•沖福地区 
福岡サービスステーション 
TEL 092-418-1 357 FAX 092-418-1 3已8 
干81 2-0006 福岡市博を区上牟田 3-8 -19 
みなみビル202 

オン キヨーサービス 認定店 
静岡 サービス 認定店 

TEL 0己 43-46-6 己02 FAX 0543-46-6502 
干 434-0063 静岡県清水市能島171 -1 已 

北陸 サービス 認定店 

TEL 077已 -27- 18已8 FAX 0776-27- ] 768 
干91 0-0001 福井県福井市大願寺3-己-日 

岡山 サービス 認定店 

TEL 08已 -274 -已扫40 FAX 086-274-5840 
干 703-8271 岡山県岡山市円山13 

熊本 サービス 認定店 

TEL 09已 -364- 147己 FAX 096-364-1 47已 
干8巨 2-0970 熊本県熊本市渡鹿7- 15-18 

沖縄 サービス 認定店 

TEL 09扫 -87 巨-919己 FAX 098-87 巨-9 ] 9已 
〒日01 -2 104 沖縄県浦添巿当山已日8番地の8 
キャッスルサイド浦添102号 


如日1年12月現在お客様相談窓□、修理窓□、オンキヨーヴービス認定店の名称、住所、電話番号は変更に 
なることびございますのでご了承 < ださし、。 
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■ 修理を依頼されるとさは 

r おところ」 r お名前」「胃扉！号」「製品名 ( UXW - 
3.1)」 r 故障または異常の内容」をでをるだけ詳し 
く、お買い上げ店または当社 サービスステーシヨ ンま 
でご連絡くださし、。 


修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取0ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰よ01年間です。 

■ 調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書ををラー度よくお読みいただを、 
お調べください。本機政がの原因を考え5れま 
す。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでちなお異常のあるとさは、た 
だちに電源プラグを抜いてか5、修理を依頼して 
<ださい。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは商品と保証書をご 
持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、当 
社サービスステーシヨンにご依頼ください。 

詳細は保証書をご覧ください。 


ご購入された時にご記入ください。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちまず。 


ご購入年月曰 


年 

月 

曰 

ご購入店名 






Tel . 

( 

) 



メモ: 


ONKYO 

Tty 巧 -**3 ミ杜 

本社大阪府寝屋リ I 巿日新町 2-] 干日 72-8 已40 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ先： 

お買し化げの販売店もしくは「オンキヨーご相談窓 □ ■修理窓□のご案内」に記載の最寄りのサービスステーション 
へお申し出 < ださい。 

参東京サービスセンター巧日3 (3861) 8121 ♦大阪サービスセンター巧06 (6576) 7巨20 


[ ONKYO 1 

I HOMEPAGE I 
http://www.onkyo.co.jp/ 
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にる。こ後業品期場_ 

ンきず^り産製ちのサ 
m でま し 切巧の保能社 
シ持しつち経そ。巧当 
一維致 こ 巧ははず理は 
テび理造間とで修た〇 
ス能修^製期品品はまい 
ス機料^をの部部て店さ 
ビて有有品こ能なっげだ 
-っり课部。性要よ上く 
ホよよ〇能す。ぶにい談 
社ににが性ますに所買相 
当理望 Ss 用いでめ箇おご 
は修要部修てのた障、に 
た。ご 能 補しちる故でン 
まいのホのちるす、のョ 
店さ様 M 機保よ持もすシ 
げだ客^本間に維でま_ 
上くお修は年導を懐りテ 
い談は嘴でが指能過ぁス 
買相合 M 社低の機経びス 
おご場国当最省の間合ビ 
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